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一
九
九
九
年
の
創
業
以

来
、
手
掛
け
た
M
&
A
(企

業
の
合
併
・
買
収
)
案
件
は

約
百
八
十
件
。
企
業
が
買
収
、

譲
渡
を
検
討
す
る
際
、
相
手

と
な
る
企
業
探
し
ゃ
価
格
設

定
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
。
山
梨

県
内
で
手
掛
げ
た
案
件
も
あ

|
一
る。

仕
事
の
原
動
力
は
「
企

酌
一
業
の
大
部
分
を
占
め
る
中
小

土
一企
業
が
強
く
な
ら
な
げ
れ

一
ば
、国
力
は
強
く
な
ら
な
い
」

一
と
の
思
い
だ
。

一
早
大
卒
業
後
の
六
二
年
、

一
野
村
証
券
に
入
社
。
ブ
ラ
ジ

一ル
が
「
二
十
一
世
紀
の
国
」

一
と
注
目
さ
れ
て
い
た
七
三
年

一
に
は
証
券
業
界
で
初
め
て
南

一
米
に
常
駐
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
を

一
は
じ
め
と
す
る
中
南
米
各
国

一
の
政
府
債
、
政
府
機
関
債
な

一
ど
の
引
き
受
け
を
担
当
し

一
た
一

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
同
社
創
立

一
五
十
周
年
を
記
念
し
た
大
規
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さ
せ
た
。

米
国

・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
赴
任
し

て
い
た
八
七
年
十

月
十
九
日
に
は
、

世
界
的
な
株
価
の

大
暴
落

「ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
デ
1
」
に

遭
遇
。
日
本
の
証

券
会
社
の
幹
部
に

よ
る
ブ
ラ
ジ
ル
視

察
か
ら
戻
っ
た
翌

M
&
A
で
中
小
企
業
強
化

模
な
農
場
開
発
に
参
画
。
東

京
都
の
世
田
谷
、
杉
並
、
目

黒
の
三
区
の
合
計
面
積
に
匹

敵
す
る
広
大
な
土
地
を
買

い
、
有
機
質
が
少
な
い
農
地

の
改
良
、
農
業
技
術
の
開
発
、

普
及
を
進
め
た
。
「
ノ
ム
ラ

プ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
農
場

は
九
八
年
に
売
却
さ
れ
た

が
、
農
業
振
興
を
目
指
し
て

奔
走
し
た
日
々
は
、
野
村
時

代
を
振
り
返
る
上
で
欠
か
せ

な
い
思
い
出
だ
。

中
国
・
北
京
へ
の
事
務
所

開
設
に
も
尽
力
。
中
国
か
ら

の
研
修
生
の
受
げ
入
れ
、
日

本
企
業
の
売
り
込
み
な
ど
中

国
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
も
本
格
化

日
の
出
来
事。

事
態
を
知
っ

た
各
社
の
ト
ッ
プ
が
一
斉
に

帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
を
覚

え
て
い
る
。

山
梨
に
戻
り
、
富
士
山
を

正
面
に
見
る
と
故
郷
で
の
生

活
が
恋
し
く
な
る
。
同
時
に

「東
京
と
の
近
さ
を
生
か
し
、

も
っ
と
大
都
市
の
活
力
を
取

り
込
み
な
が
ら
、
は
つ
ら
つ

と
し
た
地
域
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
が
わ
い
て
く

る
。毎
日
午
前
六
時
半
に
自
宅

を
出
て
、
地
下
鉄
に
乗
り
、

同
七
時
十
五
分
ご
ろ
に
は
出

社
す
る
。
メ
ー
ル
の
チ
ェ
ッ

ク
に
始
ま
り
、
顧
客
と
の
面

談
を
繰
り
返
す
。
夜
に
は
社

員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
顔
を

出
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
も

う
す
ぐ
七
十
歳
。
「
野
村
」

時
代
と
変
わ
ら
ぬ
生
活
に
、

既
に

一
線
を
退
い
た
友
人
か

ら
は

「体
の
た
め
に
も
、
い

い
か
げ
ん
に
し
た
ら
ど
う

だ
」
と
声
を
掛
目
ら
れ
る
。

「そ
ろ
そ
ろ
か
な
」
と
は

思
う
。
だ
が
、
仕
事
を
し
な

い
生
活
は
ま
だ
考
え
ら
れ
な

い
。「
将
来
を
担
う
若
手
を

育
て
る
の
も
自
分
の
使
命
」
。

今
は
そ
う
言
い
聞
か
せ
て
い

る。

〈保

阪

有
〉


